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特許情報からみる「自動運転」ビジネス

【執筆】株式会社テックコンシリエ　代表取締役社長CEO/工学博士　鈴木健二郎

次世代エネルギー問題を含め、常に最新技術が投入される自動車産業に
おいて、まさに各社がしのぎを削る「自動運転技術」。エンジン開発より
も門戸が広い通信の技術は、自動車産業にどんな影響を及ぼしているの
でしょう？各社の特許情報から紐解いてみましょう。

特許で読み解く

自動運転における

マクロ解析からミクロ解析へ

特集

01

通信技術

特許で読み解く 自動運転における通信技術　｜02



ク
ル
マ
の
I
o
T
化
を
発
展
さ
せ
る

の
は
、
従
来
の
自
動
車
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

と
は
一
線
を
画
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
を
中
心
に
据
え
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
背
景
と
し
て
、
I
o
T
化
社
会
に
向

け
て
、
1
社
に
閉
じ
な
い
ス
ケ
ー
ル
の

デ
ー
タ
や
、
業
界
横
断
的
な
要
素
技
術

が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。I
o
T
の
デ
ー
タ
が
生
み
出
す
価

値
は
、
接
続
さ
れ
る
端
末
数
に
よ
っ
て

増
加
し
、ま
た
、デ
ー
タ
収
集
・
解
析
に

は
一
定
の
投
資
規
模
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
有
利
で
す
。さ
ら
に
、情
報
通
信

を
は
じ
め
、
用
い
ら
れ
る
I
o
T
化
要

素
技
術
は
決
し
て
自
動
車
に
特
化
し
た

も
の
で
は
な
く
、
業
界
横
断
的
な
展
開

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
デ
ー
タ
を
収

集
・
解
析
す
る
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
で
あ
る
G
o
o
g
l
e
を
取
り
上

げ
、
ク
ル
マ
の
I
o
T
化
の
カ
ギ
を
握

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
一
例
と
し

て
、
G
o
o
g
l
e
が
仕
掛
け
る
自
動

運
転
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術（
一
部
、

情
報
通
信
と
密
接
に
関
わ
る
情
報
解
析

等
の
領
域
も
含
む
）に
着
目
し
、ミ
ク
ロ

視
点
で
の
I
P
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
試

み
る
こ
と
に
よ
り
、
異
業
種
企
業
に
よ

る
自
動
車
産
業
に
与
え
る
影
響
と
そ
の

挑
戦
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う

マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら

ミ
ク
ロ
の
視
点
へ
と

　

人
間
が
操
作
し
な
く
て
も
自
動
で
走

行
す
る
自
動
運
転
車
が
行
き
交
う
未
来

が
近
い
と
感
じ
て
い
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。子
ど
も
の
頃
に
夢
み
た
未
来
の

世
界
は
、ま
も
な
く「
未
来
」で
は
な
く
、

「
現
在
」へ
と
移
行
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。

　

自
動
運
転
に
よ
っ
て
自
動
車
産
業
が

迎
え
る
ク
ル
マ
の
I
o
T
化
は
、
ほ
と

ん
ど
の
自
動
車
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ

な
が
る
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
形
で
普

及
す
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
連
が
発
表
す
る
「W

o
rld

U
rb
a
n
iza
tio
n
 P
ro
sp
e
cts

」

等
の
資
料
に
よ
る
と
、
2
0
1
9
年
を

起
点
に
今
後
10
年
間
で
、世
界
で
1
0
0

万
人
を
超
え
る
都
市
人
口
は
1.
4
倍
、

交
通
事
故
数
は
3
倍
、自
動
車
利
用
に
伴

う
C
O
2
排
出
量
は
1.
5
倍
に
上
る
と

い
わ
れ
る
中
、交
通
の
最
適
化
に
寄
与
す

る
ク
ル
マ
の
I
o
T
化
は
、こ
れ
ら
の
課

題
解
決
の
有
望
な
打
ち
手
の
一
つ
と
し
て

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
2
0
3
0

年
時
点
で
自
動
運
転
車
比
率（
移
動
距

離
ベ
ー
ス
）は
、全
体
の
33
％
以
上
を
占

め
る
と
の
試
算
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
運
転
技
術
が
も
た
ら
す

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
社
会
の
到
来

異
業
種
を
巻
き
込
ん
だ
V
2
X

通
信
技
術
の
急
激
な
発
展

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
を
成
立
さ
せ

る
の
は
「
自
動
車
―
自
動
車
の
通
信
」

「
自
動
車
―
道
路
設
備
の
通
信
」「
自
動

車
―
歩
行
者
の
通
信
」「
自
動
車
―

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通
信
」
と
い
っ
た

様
々
な
通
信
（
V
2
X
通
信
）
の
技
術

で
す【
図
1
】。

　

そ
こ
で
自
動
運
転
技
術
の
中
で

V
2
X
技
術
に
着
目
す
る
と
、

2
0
1
0
年
以
降
、
各
国
・
地
域
と
も

に
特
許
の
出
願
件
数
が
年
々
増
加
し

て
い
る
状
況
が
分
か
り
ま
す【
図
2
】。

　

さ
ら
に
、
主
要
な
事
業
が
自
動
車

ま
た
は
自
動
車
関
連
機
器
で
あ
る
企

業
（
自
動
車
関
連
企
業
）
の
出
願
が
毎

年
堅
調
で
あ
る
の
に
対
し
、
主
要
な
事

業
が
自
動
車
ま
た
は
自
動
車
関
連
機

器
で
な
い
企
業
（
そ
の
他
の
企
業
）
か

ら
の
出
願
件
数
が
2
0
1
4
年
頃
か

ら
活
発
化
し
て
い
ま
す【
図
3
】。

　

現
在
、
I
o
T
化
を
支
え
る
情
報
通

信
技
術
及
び
情
報
解
析
技
術
と
い
っ

た
技
術
革
新
が
、
異
業
種
企
業
か
ら

次
々
と
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

自
動
車
産
業
は
、
ク
ル
マ
の
I
o
T
化

を
通
じ
て
大
き
な
産
業
構
造
変
化
を

迎
え
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

自
動
運
転
を
支
え
る
通
信
技
術
の
特
許
た
ち

【図2】各国の出願件数推移（2016年以降の出願件数は未確定値を含む）
※令和元年度特許出願技術動向調査報告書　V2X通信技術より作成

【図1】自動車を取り巻く通信技術　※令和元年度特許出願技術動向調査報告書　V2X通信技術より作成

【図3】自動車関連企業とその他の企業の出願件数推移
（2016年以降の出願件数は未確定値を含む）
※令和元年度特許出願技術動向調査報告書　V2X通信技術より作成
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ク
ル
マ
の
I
o
T
化
を
発
展
さ
せ
る

の
は
、
従
来
の
自
動
車
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

と
は
一
線
を
画
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
を
中
心
に
据
え
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
背
景
と
し
て
、
I
o
T
化
社
会
に
向

け
て
、
1
社
に
閉
じ
な
い
ス
ケ
ー
ル
の

デ
ー
タ
や
、
業
界
横
断
的
な
要
素
技
術

が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。I
o
T
の
デ
ー
タ
が
生
み
出
す
価

値
は
、
接
続
さ
れ
る
端
末
数
に
よ
っ
て

増
加
し
、ま
た
、デ
ー
タ
収
集
・
解
析
に

は
一
定
の
投
資
規
模
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
有
利
で
す
。さ
ら
に
、情
報
通
信

を
は
じ
め
、
用
い
ら
れ
る
I
o
T
化
要

素
技
術
は
決
し
て
自
動
車
に
特
化
し
た

も
の
で
は
な
く
、
業
界
横
断
的
な
展
開

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
デ
ー
タ
を
収

集
・
解
析
す
る
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
で
あ
る
G
o
o
g
l
e
を
取
り
上

げ
、
ク
ル
マ
の
I
o
T
化
の
カ
ギ
を
握

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
一
例
と
し

て
、
G
o
o
g
l
e
が
仕
掛
け
る
自
動

運
転
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術（
一
部
、

情
報
通
信
と
密
接
に
関
わ
る
情
報
解
析

等
の
領
域
も
含
む
）に
着
目
し
、ミ
ク
ロ

視
点
で
の
I
P
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
試

み
る
こ
と
に
よ
り
、
異
業
種
企
業
に
よ

る
自
動
車
産
業
に
与
え
る
影
響
と
そ
の

挑
戦
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
な
お
、こ
の
分
析
は
公
開
情
報
に
基
づ

く
筆
者
個
人
の
見
解
と
な
り
ま
す
）。

　

さ
て
、
G
o
o
g
l
e
の
自
動
運
転

向
け
通
信
関
連
特
許
の
出
願
動
向
を
見

て
み
る
と
、同
社
は
2
0
1
0
年
以
降
、

積
極
的
に
特
許
出
願
を
し
始
め
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
【
図
4
】。な
か
で
も
、

A
p
p（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）関
連
領

域
と
情
報
収
集
（
車
両
等
の
セ
ン
サ
ー

を
使
用
し
て
情
報
を
計
測
、
数
値
化
す

る
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
）、
情
報
解
析（
収

集
さ
れ
た
情
報
を
、A
I
等
を
用
い
て
解

析
す
る
技
術
）、情
報
処
理（
解
析
さ
れ
た

情
報
を
制
御
機
器
が
受
け
取
る
デ
ー
タ

形
式
に
変
換
す
る
技
術
）
な
ど
と
併
せ

て
、ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
通
じ
た
レ

コ
メ
ン
ド（
利
用
者
の
嗜
好
に
基
づ
き
お

す
す
め
情
報
を
提
供
す
る
技
術
）、
広

告
・
送
客
の
領
域
で
顕
著
に
出
願
を
伸
ば

す
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

出
願
領
域
の
件
数
割
合
で
み
る
と
、

通
信
領
域
に
特
化
し
た
特
許
の
割
合
は

年
々
増
減
し
、
一
定
の
傾
向
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
が
、レ
コ
メ
ン
ド
、広
告
・
送
客

の
領
域
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
読
み
取

れ
ま
す
【
図
5
】
。さ
ら
に
特
許
登
録
率

の
推
移
を
み
る
と
、
同
社
の
他
の
分
野

で
の
平
均
登
録
率
が
60
％
を
切
る
の
に

対
し
て
、
自
動
運
転
の
情
報
通
信
技
術

に
関
す
る
出
願
は
登
録
率
が
極
め
て
高

く
、
特
に
権
利
化
す
べ
き
技
術
を
選
別

し
て
出
願
し
、事
前
に
出
願
戦
略
が
緻
密

に
検
討
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

自
動
運
転
の
情
報
通
信
技
術
と
レ
コ

メ
ン
ド
・
広
告
の
組
合
せ
に
よ
る
送
客

モ
デ
ル
を
想
定
し
た
権
利
取
得
を
積
極

化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す【
図
6
】。

一
貫
し
た
事
業
戦
略
に

基
づ
い
て
狙
う
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大

　

G
o
o
g
l
e
と
い
え
ば
、
広
告
主

か
ら
有
料
広
告
掲
載
依
頼
を
受
け
、オ
ン

ラ
イ
ン
端
末
を
通
し
て
利
用
者
の
嗜
好

に
応
じ
て
適
切
な
広
告
を
レ
コ
メ
ン
ド

オ
フ
ァ
ー
と
し
て
提
供
、
送
客
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
広
告
収
入
を
得
る
こ
と
を

主
力
事
業
と
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、広

告
収
入
で
の
刈
取
り
を
起
点
と
し
つ

つ
、
広
告
で
の
繋
が
り
を
作
る
た
め
に

ユ
ー
ザ
ー
を
増
や
し
、
さ
ら
に
ユ
ー

ザ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
い
る
時
間
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
周
辺
事
業
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ

た
特
許
の
出
願
動
向
か
ら
、
自
動
運
転

分
野
に
お
け
る
事
業
展
開
も
一
貫
し
た

同
社
の
事
業
戦
略
に
沿
っ
て
い
る
こ
と

が
み
て
取
れ
ま
す【
図
7
】。

自
動
運
転
技
術
の
発
展
に

期
待
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

G
o
o
g
l
e
は
自
社
の
強
み
を

活
か
し
、V
2
X
技
術
の
う
ち「
自
動
車

―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通
信
」あ
る
い
は
、

「
自
動
車
―
歩
行
者
の
通
信
」
に
特
に

注
力
し
、
自
動
車
業
界
に
参
入
し
て
い

ま
す
。
従
来
、
自
動
車
業
界
は
ク
ロ
ー

ズ
ド
な
業
界
で
あ
っ
た
の
が
、今
ま
で

【図4】Google社の自動運転向け通信関連特許の出願件数推移　※2018年の出願件数は未確定値
PatentSightを使用し、Tech Consiglie Inc.にて集計

App（通信関連）
通信制御
情報処理（通信関連）
情報収集（通信関連）

情報解析（通信関連）
レコメンド
広告・送客

【図5】Google社の自動運転向け通信関連特許の出願領域の割合推移　
App（通信関連）　　通信制御　　情報処理（通信関連）　　情報収集（通信関連）　　情報解析（通信関連）　　レコメンド　　広告・送客
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レコメンド、広告・送客
の出願が増加。他社も出
願を強めるようになり、
対競合策として出願を増
加させている可能性有り
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G
o
o
g
l
e
は
自
社
の
強
み
を

活
か
し
、V
2
X
技
術
の
う
ち「
自
動
車

―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通
信
」あ
る
い
は
、

「
自
動
車
―
歩
行
者
の
通
信
」
に
特
に

注
力
し
、
自
動
車
業
界
に
参
入
し
て
い

ま
す
。
従
来
、
自
動
車
業
界
は
ク
ロ
ー

ズ
ド
な
業
界
で
あ
っ
た
の
が
、今
ま
で

述
べ
て
き
た
と
お
り
、
ク
ル
マ
の
I
o
T

化
に
伴
い
、
近
年
は
異
業
種
企
業
が
各

社
の
強
み
を
活
か
し
て
参
入
し
て
く

る
、あ
る
い
は
自
動
車
関
連
企
業
と
異

業
種
企
業
が
協
働
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
活
か
す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況

は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異
な

り
、
互
い
の
企
業
が
W
i
n
―
W
i
n

の
関
係
を
築
く
の
は
難
し
い
面
も
あ
り

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
欧
米
・

中
国
を
中
心
と
し
た
海
外
企
業
の
中
に

は
、
情
報
通
信
技
術
に
強
み
を
も
つ
異

業
種
企
業
の
技
術
を
組
み
込
み
な
が
ら

も
、
通
信
技
術
に
お
い
て
処
理
・
解
析

さ
れ
る
「
情
報
の
質
」
を
担
保
す
る
た

め
に
不
可
欠
な
車
両
の
デ
ー
タ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術
は
自
社
の
強
み
を

取
り
入
れ
、
I
T
系
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
と
対
等
な
立
場
で
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
自
動
車

メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
と
し
て
参
考

と
な
る
も
の
で
す
。

　
ク
ル
マ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、従
来
の

車
両
自
体
の
性
能
が
求
め
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、ク
ル
マ
を
通
し
た
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
へ
と
変
化
し
、さ
ら
に
、ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
に

よ
り
顧
客
を
惹
き
つ
け
る
時
代
を
迎
え

ま
す
。今
後
は
日
本
が
誇
る「
モ
ノ
づ
く

り
」に
加
え
て
、「
コ
ト
づ
く
り
」を
強
化

し
て
い
く
こ
と
で
日
本
企
業
が
さ
ら
に

活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

代表取締役社長CEO/工学博士　鈴木健二郎 氏

技術資産マネジメントの機能の確立・定着を支援するコンサルタントとして、
知財駆動型のR&D改革や新規事業開発等によりクライアントが勝てるビジネスを実現するための
戦略立案と実行支援に日々奮闘している

【図6】 Google社の自動運転向け通信関連特許の登録率推移　※PatentSightを使用し、Tech Consiglie Inc.にて集計

※各カテゴリに対し、登録率が最大の年に■を表示し、吹き出し内に、その最大登録率の年の「登録率」「登録件数」を記載

株式会社テックコンシリエ

【図7】Google社がねらう自動運転による送客モデル　※Forbes.comその他の情報を基にTech Consiglie Inc.にて作成したものを加工

❷ レコメンドオファー

❶ 広告掲載
（＋成功報酬型広告料）

❸ レコメンドオファーの承諾

❹ 無人タクシーの配車
❺ 送客

App（通信関連）　　通信制御　　情報処理（通信関連）　　情報収集（通信関連）　　情報解析（通信関連）　　レコメンド　　広告・送客
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通信制御
登録率100%

情報解析
登録率100%

レコメンド
登録率100%

情報収集登録率100%
（登録件数12件/年）

情報処理
登録率90%

通信関連App
登録率100% 広告・送客

登録率100%

年間の出願件数が少ない時期 審査が終了していない時期

Googleは、自動運転以外では平均登録率が
60%を切る領域が多いのに対し、自動運転
関連の登録率は比較的高い状態を維持。
権利化すべき技術を選別して出願するため、
事前に出願戦略が緻密に検討されている可
能性が高い。

プラットフォームに蓄積した嗜好性データに基づくレコメンド オファーを承諾した利用者に自動運転の「ロボタクシー」を配車

利用者
端末

近くのお店で
ランチ

50%OFF
10分以内に
タクシーが
到着します

Google
Car

広告主
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Company Profile

先進的な自動車技術、システム・製品を提供する、グローバルな自動車部品
メーカー。世界初製品や技術の提供を通じて、産業への社会的貢献度も高い。

[ 名 称 ] 株式会社デンソー　[ 住 所 ] 愛知県刈谷市昭和町1-1
[ 資 本 金 ] 1,875億円　[ 従業員数 ] 170,932人（連結）
[ 事業内容 ] 自動車技術、システム・製品の開発、販売

「
自
動
運
転
」を
実
現
す
る
に
は

多
角
的
な
開
発
が
求
め
ら
れ
る

　
自
動
車
部
品
の
製
造
業
界
に
お
い

て
、
世
界
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

デ
ン
ソ
ー
。

　
一
言
で
自
動
車
部
品
と
い
っ
て
も
、

冷
暖
房
の
熱
機
器
を
は
じ
め
、
エ
ン
ジ

ン
機
器
や
電
子
機
器
、
電
気
機
器
な

ど
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
製
造
を
手

が
け
る
デ
ン
ソ
ー
は
、
ま
さ
に
『
ク
ル

マ
の
デ
パ
ー
ト
』
と
も
い
え
る
稀
有
な

存
在
で
す
。

　
さ
ら
に
現
在
で
は
、
自
動
運
転
技
術

の
領
域
に
お
い
て
も
多
数
の
特
許
を
取

得
し
、業
界
を
牽
引
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
も
は
や
、
単
な
る
部
品
製
造
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
括
り
き
れ
な
い
活
躍

を
み
せ
る
デ
ン
ソ
ー
に
お
い
て
、
同
社

の
知
財
に
対
す
る
意
識
や
、
活
用
方
法

を
伺
い
ま
し
た
。

　「
弊
社
は
自
動
車
部
品
を
総
合
的
に

扱
う
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
は
、
乗
り
物
と

し
て
の
性
能
に
大
き
な
改
良
の
余
地
が

あ
り
ま
し
た
。単
純
に
エ
ン
ジ
ン
の
性

能
で
あ
っ
た
り
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

性
能
で
あ
っ
た
り
と
い
う
部
分
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、近
年
、車
に
求
め
ら
れ
る

付
加
価
値
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。特

に
、
画
像
認
識
技
術
・
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
技
術
の
登
場
に
よ
っ
て
、
自
動

運
転
技
術
に
関
す
る
開
発
が
一
気
に
加

速
し
て
い
ま
す
。

　
元
々
、我
々
は
、自
動
車
の
部
品
間
の

つ
な
が
り
に
関
す
る
技
術
に
は
強
み
が

あ
り
ま
す
し
、
外
部
と
の
通
信
を
せ
ず

に
自
律
的
に
判
断
し
て
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
、
過
去

に
携
帯
電
話
事
業
で
培
っ
た
通
信
技
術

（
E
T
C
技
術
）の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
、
自
動
車
と
通
信
を
結
び
つ
け
る
よ

う
な
技
術
の
開
発
も
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
ク
ル
マ
を
中
心
と
し
た
技
術
に

も
強
み
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、近
年
で
は
、単
体
の
技
術
開
発

で
性
能
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
よ
う
な
も

の
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま

た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
技
術
の
標
準
化
が

進
み
つ
つ
あ
り
、
標
準
化
さ
れ
た
技
術

の
み
が
生
き
残
っ
て
い
く
。そ
う
な
る

と
、
た
だ
単
に
良
い
も
の
を
作
る
だ
け

で
は
生
き
残
り
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
電
気
・
通
信
業
界
と
技

術
の
融
合
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
背

景
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
自
社
が
一
か

ら
開
発
を
し
て
い
た
の
で
は
、
そ
の

ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
最
先
端
の
技
術
を

取
り
込
む
こ
と
は
不
可
能
に
近
く
、
他

業
種
と
の
連
携
が
重
要
と
い
う
考
え
に

至
り
ま
し
た
。こ
れ
は
恐
ら
く
弊
社
だ

け
で
な
く
、
業
界
全
体
に
い
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。」

「
現
在
、業
界
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る『
自
動
運
転
技
術
』を
実
用
可
能
な
も

の
へ
と
進
め
る
た
め
に
は
、
複
合
的
な

技
術
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
自
動
車

の
位
置
を
把
握
す
る
た
め
の
G
P
S
機

能
や
、
障
害
物
と
の
距
離
を
測
る
セ
ン

サ
ー
機
能
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
を
解
析
す

る
処
理
機
能
、
さ
ら
に
処
理
さ
れ
た

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
自
動
車
を
正
し
く

動
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
行

う
通
信
技
術
だ
け
で
な
く
、
そ
の
デ
ー

タ
を
扱
う
た
め
の
半
導
体
や
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
レ
ー
ダ
ー
系
の
技
術
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
基
本
的
に
、
自
社
で
開
発
を
進
め
て

き
た
の
で
す
が
、
前
述
の
理
由
か
ら
他

業
種
と
の
共
同
開
発
と
い
う
選
択
肢
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で『
開
発
』と

い
う
と
、必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど『
競

争
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
セ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の

弊
社
で
『
開
発
』
と
い
っ
た
場
合
、『
協

創
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
つ
い
て
く

る
の
で
す
。

『
協
創
』と
い
う
言
葉
は
、
弊
社
が
ど

こ
か
と
共
同
で
開
発
を
す
る
こ
と
だ
け

を
指
す
の
で
は
な
く
、
業
界
と
し
て
先

を
見
通
し
た
開
発
を
行
え
る
よ
う
に
考

え
た
戦
略
か
ら
生
ま
れ
た
概
念
で
す
。」

「
元
々
、弊
社
で
は
他
社
の
見
本
と
な

る
よ
う
な
知
財
活
動
を
目
指
し
て
、
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
知
財
は
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
連
携
し

て
初
め
て
価
値
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
考
え
方
が
根
付
い
た
の
は
、

2
0
0
7
年
頃
。
そ
れ
ま
で
は
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば『
件
数
』が
重
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
経
営
陣
か
ら

『
特
許
は
価
値
を
見
せ
る
べ
き
』と
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
声
に
応
え
る

た
め
に
、
他
部
門
と
も
頻
繁
に
議
論
す

る
よ
う
に
な
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
、他
部

門
と
の
距
離
が
縮
ま
り
『
各
事
業
と
連

携
し
た
特
許
の
取
得
を
進
め
て
行
き
ま

し
ょ
う
』
と
い
う
流
れ
が
で
き
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
事
業
部
単
位
で
特
許
推
進
会
議
を
構

築
し
、
各
事
業
部
の
製
品
に
応
じ
て
知

財
の
課
題
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
議
論
す
る

場
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
事

業
部
が
知
財
を
事
業
の
一
つ
と
し
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
2
0
1
0
年
頃
か
ら
は
、
パ
テ
ン
ト

ト
ロ
ー
ル
の
係
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

知
財
が
経
営
マ
タ
ー
で
あ
る
と
の
認
識

が
経
営
層
に
も
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

知
財
部
自
身
も
、
そ
の
都
度
活
動
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
事
業
部
や
技
術
部

に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
が
ら
、
特
許
情
報
な

ど
を
通
じ
て
強
み
や
弱
み
を
提
示
す
る

な
ど
、
常
に
矢
面
に
立
っ
て
対
応
し
て

き
ま
し
た
。そ
の
こ
と
が
、自
ら
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
自

動
運
転
の
技
術
が
進
む
に
つ
れ
、
ま
す

ま
す
他
社
と
の
協
創
が
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
全
て
を
自
前
で
開
発
し
よ
う
と
思
え

ば
、
競
合
他
社
に
遅
れ
を
取
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
他
社
と
協
創
す
る
こ
と
に
よ

り
、
最
先
端
の
技
術
を
他
の
業
種
か
ら

う
ま
く
導
入
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
協
創
の
際
に
は
、
ま
ず
は
自
社
が

し
っ
か
り
と
し
た
技
術
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
自
社
の
強
み
を

し
っ
か
り
と
意
識
し
つ
つ
、
将
来
の
協

創
先
を
想
定
し
た
上
で
、
必
要
な
領
域

で
の
権
利
化
を
進
め
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、
協
創
先
の
検
討
の
際
に
は
、

知
財
情
報
な
ど
を
用
い
て
分
析
も
行
う

た
め
、
知
財
部
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
知
財
に
つ
い
て
も
、
多

角
的
な
考
え
方
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で

す
。
常
に
経
営
層
、
事
業
部
や
技
術
部

と
強
く
連
携
し
、『
伸
び
ゆ
く
市
場
、
変

わ
り
ゆ
く
市
場
に
対
し
、
顧
客
の
期
待

を
先
読
み
し
、
最
適
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と

も
に
事
業
開
拓
を
推
進
す
る
』
と
い
う

方
針
の
も
と
、
適
切
な
対
応
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。」

世
界
の
ク
ル
マ
産
業
を
牽
引
す
る
デ
ン

ソ
ー
が
、
自
動
運
転
の
技
術
に
よ
り
、
業

界
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
未
来
は
、そ
う

遠
か
ら
ず
訪
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
動
運
転
の
世
界
を
支
え
る

技
術
開
発
と
知
財
の
戦
略
！

世界でも最大級の規模を誇る自動車部品メーカーでありながら、
自動車の自動運転技術でも、世界の最先端をひた走るデンソー。 
そのグローバルな視点で描く、知財戦略を紐解きます。
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自
動
車
部
品
の
製
造
業
界
に
お
い

て
、
世
界
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

デ
ン
ソ
ー
。

　
一
言
で
自
動
車
部
品
と
い
っ
て
も
、

冷
暖
房
の
熱
機
器
を
は
じ
め
、
エ
ン
ジ

ン
機
器
や
電
子
機
器
、
電
気
機
器
な

ど
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
製
造
を
手

が
け
る
デ
ン
ソ
ー
は
、
ま
さ
に
『
ク
ル

マ
の
デ
パ
ー
ト
』
と
も
い
え
る
稀
有
な

存
在
で
す
。

　
さ
ら
に
現
在
で
は
、
自
動
運
転
技
術

の
領
域
に
お
い
て
も
多
数
の
特
許
を
取

得
し
、業
界
を
牽
引
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
も
は
や
、
単
な
る
部
品
製
造
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
括
り
き
れ
な
い
活
躍

を
み
せ
る
デ
ン
ソ
ー
に
お
い
て
、
同
社

の
知
財
に
対
す
る
意
識
や
、
活
用
方
法

を
伺
い
ま
し
た
。

「
弊
社
は
自
動
車
部
品
を
総
合
的
に

扱
う
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
は
、
乗
り
物
と

し
て
の
性
能
に
大
き
な
改
良
の
余
地
が

あ
り
ま
し
た
。単
純
に
エ
ン
ジ
ン
の
性

能
で
あ
っ
た
り
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

性
能
で
あ
っ
た
り
と
い
う
部
分
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、近
年
、車
に
求
め
ら
れ
る

付
加
価
値
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。特

に
、
画
像
認
識
技
術
・
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
技
術
の
登
場
に
よ
っ
て
、
自
動

運
転
技
術
に
関
す
る
開
発
が
一
気
に
加

速
し
て
い
ま
す
。

　
元
々
、我
々
は
、自
動
車
の
部
品
間
の

つ
な
が
り
に
関
す
る
技
術
に
は
強
み
が

あ
り
ま
す
し
、
外
部
と
の
通
信
を
せ
ず

に
自
律
的
に
判
断
し
て
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
、
過
去

に
携
帯
電
話
事
業
で
培
っ
た
通
信
技
術

（
E
T
C
技
術
）の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
、
自
動
車
と
通
信
を
結
び
つ
け
る
よ

う
な
技
術
の
開
発
も
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
ク
ル
マ
を
中
心
と
し
た
技
術
に

も
強
み
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、近
年
で
は
、単
体
の
技
術
開
発

で
性
能
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
よ
う
な
も

の
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま

た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
技
術
の
標
準
化
が

進
み
つ
つ
あ
り
、
標
準
化
さ
れ
た
技
術

の
み
が
生
き
残
っ
て
い
く
。そ
う
な
る

と
、
た
だ
単
に
良
い
も
の
を
作
る
だ
け

で
は
生
き
残
り
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
電
気
・
通
信
業
界
と
技

術
の
融
合
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
背

景
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
自
社
が
一
か

ら
開
発
を
し
て
い
た
の
で
は
、
そ
の

ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
最
先
端
の
技
術
を

取
り
込
む
こ
と
は
不
可
能
に
近
く
、
他

業
種
と
の
連
携
が
重
要
と
い
う
考
え
に

至
り
ま
し
た
。こ
れ
は
恐
ら
く
弊
社
だ

け
で
な
く
、
業
界
全
体
に
い
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。」

　「
現
在
、業
界
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る『
自
動
運
転
技
術
』を
実
用
可
能
な
も

の
へ
と
進
め
る
た
め
に
は
、
複
合
的
な

技
術
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
自
動
車

の
位
置
を
把
握
す
る
た
め
の
G
P
S
機

能
や
、
障
害
物
と
の
距
離
を
測
る
セ
ン

サ
ー
機
能
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
を
解
析
す

る
処
理
機
能
、
さ
ら
に
処
理
さ
れ
た

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
自
動
車
を
正
し
く

動
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
行

う
通
信
技
術
だ
け
で
な
く
、
そ
の
デ
ー

タ
を
扱
う
た
め
の
半
導
体
や
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
レ
ー
ダ
ー
系
の
技
術
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
基
本
的
に
、
自
社
で
開
発
を
進
め
て

き
た
の
で
す
が
、
前
述
の
理
由
か
ら
他

業
種
と
の
共
同
開
発
と
い
う
選
択
肢
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で『
開
発
』と

い
う
と
、必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど『
競

争
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
セ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の

弊
社
で
『
開
発
』
と
い
っ
た
場
合
、『
協

創
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
つ
い
て
く

る
の
で
す
。

　『
協
創
』と
い
う
言
葉
は
、
弊
社
が
ど

こ
か
と
共
同
で
開
発
を
す
る
こ
と
だ
け

を
指
す
の
で
は
な
く
、
業
界
と
し
て
先

を
見
通
し
た
開
発
を
行
え
る
よ
う
に
考

え
た
戦
略
か
ら
生
ま
れ
た
概
念
で
す
。」

　「
元
々
、弊
社
で
は
他
社
の
見
本
と
な

る
よ
う
な
知
財
活
動
を
目
指
し
て
、
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
知
財
は
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
連
携
し

て
初
め
て
価
値
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
考
え
方
が
根
付
い
た
の
は
、

2
0
0
7
年
頃
。
そ
れ
ま
で
は
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば『
件
数
』が
重
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
経
営
陣
か
ら

『
特
許
は
価
値
を
見
せ
る
べ
き
』と
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
声
に
応
え
る

た
め
に
、
他
部
門
と
も
頻
繁
に
議
論
す

る
よ
う
に
な
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
、他
部

門
と
の
距
離
が
縮
ま
り
『
各
事
業
と
連

携
し
た
特
許
の
取
得
を
進
め
て
行
き
ま

し
ょ
う
』
と
い
う
流
れ
が
で
き
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
事
業
部
単
位
で
特
許
推
進
会
議
を
構

築
し
、
各
事
業
部
の
製
品
に
応
じ
て
知

財
の
課
題
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
議
論
す
る

場
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
事

業
部
が
知
財
を
事
業
の
一
つ
と
し
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
競
争
」だ
け
で
な
く「
協
創
」が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
突
入
し
て
い
る

デンソーが世界に先駆けて開発した部品は多数
に渡る。写真はガスインジェクション機能付き電動
コンプレッサー。

　
2
0
1
0
年
頃
か
ら
は
、
パ
テ
ン
ト

ト
ロ
ー
ル
の
係
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

知
財
が
経
営
マ
タ
ー
で
あ
る
と
の
認
識

が
経
営
層
に
も
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

知
財
部
自
身
も
、
そ
の
都
度
活
動
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
事
業
部
や
技
術
部

に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
が
ら
、
特
許
情
報
な

ど
を
通
じ
て
強
み
や
弱
み
を
提
示
す
る

な
ど
、
常
に
矢
面
に
立
っ
て
対
応
し
て

き
ま
し
た
。そ
の
こ
と
が
、自
ら
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
自

動
運
転
の
技
術
が
進
む
に
つ
れ
、
ま
す

ま
す
他
社
と
の
協
創
が
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
全
て
を
自
前
で
開
発
し
よ
う
と
思
え

ば
、
競
合
他
社
に
遅
れ
を
取
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
他
社
と
協
創
す
る
こ
と
に
よ

り
、
最
先
端
の
技
術
を
他
の
業
種
か
ら

う
ま
く
導
入
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
協
創
の
際
に
は
、
ま
ず
は
自
社
が

し
っ
か
り
と
し
た
技
術
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
自
社
の
強
み
を

し
っ
か
り
と
意
識
し
つ
つ
、
将
来
の
協

創
先
を
想
定
し
た
上
で
、
必
要
な
領
域

で
の
権
利
化
を
進
め
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、
協
創
先
の
検
討
の
際
に
は
、

知
財
情
報
な
ど
を
用
い
て
分
析
も
行
う

た
め
、
知
財
部
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
知
財
に
つ
い
て
も
、
多

角
的
な
考
え
方
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で

す
。
常
に
経
営
層
、
事
業
部
や
技
術
部

と
強
く
連
携
し
、『
伸
び
ゆ
く
市
場
、
変

わ
り
ゆ
く
市
場
に
対
し
、
顧
客
の
期
待

を
先
読
み
し
、
最
適
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と

も
に
事
業
開
拓
を
推
進
す
る
』
と
い
う

方
針
の
も
と
、
適
切
な
対
応
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。」

　
世
界
の
ク
ル
マ
産
業
を
牽
引
す
る
デ
ン

ソ
ー
が
、
自
動
運
転
の
技
術
に
よ
り
、
業

界
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
未
来
は
、そ
う

遠
か
ら
ず
訪
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

知
財
に
対
す
る
取
り
組
み
方
と

自
動
運
転
技
術
の
未
来
に
つ
い
て

システムやプログラム系の開発のみならず、確かな職人と
しての技術の裏付けがあるからこそ高品質な部品を安定し
て提供できる。

知的財産部長  山中昭利氏
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幻
の
特
許
と
な
っ
た

ミ
ラ
ッ
ク
光
学
の
ダ
ハ
プ
リ
ズ
ム

　
1
9
6
3
年
に
創
業
し
、精
密
機
器
・

光
学
機
器
の
分
野
で
多
数
の
特
許
を

取
得
し
て
い
る
株
式
会
社
ミ
ラ
ッ
ク

光
学
。創
業
者
か
ら
受
け
継
が
れ
た『
高

精
度
で
、
ず
っ
と
使
い
続
け
ら
れ
る
も

の
を
』と
い
う
ポ
リ
シ
ー
の
下
、工
業
用

精
密
部
品
の
開
発
を
手
掛
け
、
近
年
で

は
A
I
を
含
む
周
辺
ソ
フ
ト
と
い
っ
た

他
分
野
に
お
け
る
開
発
へ
と
そ
の
幅
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　
創
業
当
初
の
ミ
ラ
ッ
ク
光
学
は
、
被

写
体
の
上
下
左
右
が
反
転
し
た
逆
像
で

映
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
単
眼
顕
微
鏡

に
、
反
転
せ
ず
正
立
正
像
で
映
す
こ
と

が
で
き
る
レ
ン
ズ『
ダ
ハ
プ
リ
ズ
ム
』を

組
み
込
む
と
い
う
新
し
い
技
術
を
開
発

し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
技
術
の
特
許

を
取
得
し
な
か
っ
た
た
め
競
合
メ
ー

カ
ー
に
模
造
品
を
製
作
さ
れ
、
事
業
拡

大
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
き
れ
な
か
っ

た
と
い
う
過
去
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
降
、
同
社
で
は
、
知
財
を『
中

小
企
業
に
と
っ
て
の
無
形
の
財
産
で
あ

り
、
大
企
業
に
対
抗
し
得
る
大
き
な
武

器
で
あ
る
』と
捉
え
、事
業
戦
略
の
柱
と

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
自
社
で
作
り
上
げ
た
も
の
が
、
適
切

に
自
社
へ
利
益
還
元
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
苦
い
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自

社
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
知
的
財
産
権
を
守
る

こ
と
に
力
を
い
れ
、
先
行
者
と
し
て
劣

化
版
が
市
場
に
出
回
る
こ
と
が
な
い
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。　

メイド・イン・ジャパンにこだわった
高い品質が他社との差別化を生み出す

株式会社ミラック光学

先進的な光学機器を輩出し続ける業界のカリスマ企業。
グローバルスタンダードを作り出したにもかかわらず、特許の取得を
していなかった過去の失敗から、現在は知財に関しても
先進的な考え方をもつ企業へと変貌を遂げた。

Vol.5
活用企業紹介

[ 名　　称 ] 株式会社ミラック光学
[ 本　　社 ] 東京都八王子市松木34-24
[ 資 本 金 ] 1,000万円
[ 従業員数 ] 社員：30名
[ 事業内容 ] 顕微鏡及び光学関連機器の設計・
　　　　　   製造、精密機械工具の設計・製造、
　　　　　   位置決め摺動ステージの設計・製造、
　　　　　   人工知能ソフトウェアの研究・開発、
　　　　　   その他上記に関連する周辺機器・
　　　　　   特殊品の設計・製造

Company Profile

幻
の
特
許
と
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っ
た

ミ
ラ
ッ
ク
光
学
の
ダ
ハ
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リ
ズ
ム
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製
品
は
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
外
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
知
財
権
を

確
保
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
避
け
ら
れ

る
機
会
の
損
失
は
、決
し
て
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
先
ほ
ど
の
展
示
会
の
例
は
極
端
で

す
が
、
ど
の
業
界
に
お
い
て
も
模
倣
品

や
粗
悪
品
の
問
題
は
付
き
纏
い
ま
す
。

弊
社
は
製
品
が
シ
ン
プ
ル
な
だ
け
に
、

品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
ば
か
り
で

す
。そ
こ
に
見
た
目
は
同
じ
だ
け
れ

ど
、
低
品
質
の
コ
ピ
ー
商
品
が
市
場
に

出
回
っ
て
し
ま
う
と
、
パ
ッ
と
見
だ
け

で
判
断
さ
れ
た
と
き
、
非
常
に
不
利
な

状
況
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
特
許
を
取
得
し
て
い
る
、

知
財
権
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
権
利
を
守
る
と
い
う
直
接
的
な

効
果
だ
け
で
な
く
、
知
財
権
を
取
れ
る

だ
け
の
実
力
が
あ
る
企
業
と
い
う
、
信

用
も
勝
ち
取
れ
る
の
で
す
。同
じ
よ
う

な
製
品
で
あ
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
も

の
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
、
長

い
目
で
見
れ
ば
価
値
が
あ
る
は
ず
。そ

う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
た
め
の
努
力

は
惜
し
み
ま
せ
ん
。」

　「
弊
社
は
現
在
、大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
別
会
社
を
立
ち
上
げ
、一
緒
に
A
I
の

領
域
の
開
発
も
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、こ

の
き
っ
か
け
も
、
品
質
問
題
か
ら
き
た

も
の
で
す
。

　
弊
社
は
少
し
前
か
ら
汎
用
的
な
画
像

処
理
技
術
を
利
用
し
た
『
部
品
の
自
動

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

意
識
改
革
の
き
っ
か
け

　「
先
代
（
創
業
者
）
の
時
代
に
、
自
社

製
品
の
権
利
を
守
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
現
在
の
ミ
ラ
ッ
ク
光
学

の
知
財
に
対
す
る
姿
勢
を
形
作
る
大

き
な
き
っ
か
け
で
し
た
。今
は
知
財
に

関
す
る
担
当
は
開
発
・
製
造
の
4
名

体
制
で
、
弁
理
士
さ
ん
と
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
臨
ん
で
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
弊

社
が
扱
う
製
品
は
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル

な
構
造
の
も
の
が
多
い
の
で
、
単
体
で

特
許
を
取
得
す
る
の
は
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

さ

ら
に
、
か
つ
て
は
レ
ン
ズ
が
主
力
製
品

で
し
た
が
、
現
在
は
ア
リ
溝
式
ス
テ
ー

ジ
が
メ
イ
ン
の
製
品
で
す
。主
力
の
移

り
変
わ
り
を
経
て
、
意
識
す
べ
き
知
財

に
も
変
化
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
、正
攻
法
と
い
う
か
真
正
面

か
ら
特
許
を
取
得
す
る
の
で
は
な
く
、

複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
知

財
権
の
獲
得
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
知
財
権
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
で
、

わ
か
り
や
す
く
恩
恵
を
受
け
る
の
は

国
内
市
場
で
他
社
の
粗
悪
品
を
防
げ

る
と
い
う
点
で
す
。

　
弊
社
の
よ
う
な
専
門
的
な
機
器
を

扱
う
市
場
と
い
う
の
は
限
り
な
く
ク

ロ
ー
ズ
ド
に
近
い
状
態
で
す
の
で
、
広

告
や
宣
伝
の
機
会
は
、
展
示
会
く
ら
い

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、
同
業
他

社
の
動
向
も
展
示
会
で
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。あ
る
年
、
展
示

会
で
弊
社
と
ほ
ぼ
同
じ
製
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

資
料
を
読
ん
で
み
る
と
、
仕
様
も
ほ

ぼ
同
じ
。し
か
し
、
展
示
さ
れ
て
い
る

サ
ン
プ
ル
を
拝
見
す
る
と
、
贔
屓
目
に

見
て
も
品
質
が
高
い
と
は
言
い
難
い

も
の
で
し
た
。資
料
と
実
物
を
確
認
し

た
結
果
、
弊
社
の
知
財
権
を
侵
害
し
て

い
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
の
で
、
す

ぐ
に
抗
議
し
て
、
該
当
製
品
の
展
示
を

取
り
や
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
企
業
は
、
翌
年
も
同
じ
よ
う
に

弊
社
の
知
財
権
を
侵
害
し
た
製
品
を

展
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
強
め
の
抗
議

を
し
た
こ
と
で
翌
々
年
か
ら
は
、
そ
の

判
別
装
置
』
の
レ
ン
ズ
を
手
掛
け
て
い

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
目
視
で
検
査
し
て

い
た
も
の
を
、画
像
光
学
系
と
解
析
ソ
フ

ト
に
よ
っ
て
自
動
化
し
た
も
の
で
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
装
置
を
利
用
さ
れ

て
い
る
企
業
か
ら『
判
別
の
精
度
が
低

い
』と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
は
自
社
の
製
品
に
自
信
を

持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
と
に
か
く
原
因

を
追
及
し
よ
う
と
。 

そ
の
結
果
、レ
ン
ズ

の
品
質
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
画
像

を
解
析
す
る
ソ
フ
ト
が
脆
弱
で
あ
っ

た
た
め
、
満
足
な
精
度
が
出
せ
な
か
っ

た
と
い
う
結
論
に
い
た
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
精
度
を
上
げ
る
た
め
の
根

本
的
な
解
決
方
法
と
し
て
、
ソ
フ
ト
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
化
す
る
こ
と
に
目

を
付
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
弊
社
は
あ
く
ま
で
精
密
機

器
メ
ー
カ
ー
で
、
A
I
の
分
野
は
正
に

専
門
外
で
す
。そ
れ
な
ら
ば
『
餅
は
餅

屋
に
』
と
い
う
こ
と
で
、
A
I
技
術
に

強
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
共
同
開
発
を
行

お
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

市
場
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
後
は

A
I
分
野
の
需
要
は
増
え
て
く
る
で

し
ょ
う
か
ら
、も
し
か
す
る
と
、大
き
な

事
業
の
柱
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
創
業
当
時
と
は
主
力
製
品
も
移
り

変
わ
り
、
社
員
の
知
財
に
対
す
る
意
識

も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ

だ
け
変
わ
ら
な
い
の
は
、「
も
の
づ
く

り
」に
対
す
る
姿
勢
で
す
。

　
あ
く
ま
で
日
本
な
ら
で
は
の
品
質

を
保
つ
た
め
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
』
と
い
う
こ
だ
わ
り
は
、
捨
て
ら

れ
ま
せ
ん
。」

過
去
の
失
敗
か
ら
学
ん
だ

知
的
財
産
権
に
対
す
る
意
識

株式会社ミラック光学の代表取締役 村松 洋明氏。
企業HPでブログも公開中。「JAPAN WAYな社長ブログ」
http://www.miruc.co.jp/japan-way-archive

ジャンルの異なるAIの領域においても、自社製品の高品質を証明

すべく開発を進めた結果、次代を担う分野の開発に成功した。

現在の主力製品である「アリ溝式ステージ」。ニッチなジャンルで競合が

少ないからこそ、高い品質を武器に市場で圧倒的なシェアを誇っている。
ミラック光学の根幹ともいうべき、メジャースコープ。多彩なカス

タマイズが人気。
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マンガ：魚乃目三太

INPIT知財総合支援窓口へようこそ！

株式会社ワタオカ
国内のヤスリシェア95％といわれる仁方で、創
業120年を越える老舗のヤスリメーカー。
確かな技術に裏打ちされた高品質なプロ仕様
のヤスリのみならず、かかと用のヤスリや爪ヤス
リといった、生活に密着したヤスリも扱う。職人
の高齢化に伴い、職人の技術頼りにならない、
新たな商品開発にも余念がない。

広島県呉市仁方西神町12-20　　 　https://www.wataoka.co.jp/
1967年　　 　製造業　　　　　11人従業員数業種設立年

所在地 URL

【
第
❾
回
】

「モノを削る道具」である
ヤスリを、あえて柔らかい
素材である樹脂で作ると
いう、発想の転換から生ま
れたヒット商品。
（商品名：ねこじゃすり）

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
特
許
を
取
得
！
世
界
中
の
猫
を
幸
せ
に☞

株
式
会
社
ワ
タ
オ
カ

広
島
県
呉
市
は

戦
時
中
の
海
軍
工
廠
が

あ
っ
た
頃
か
ら

「
や
す
り
産
業
」が

盛
ん
な
街
だ
っ
た―

広
島
県
呉
市
は

戦
時
中
の
海
軍
工
廠
が

あ
っ
た
頃
か
ら

「
や
す
り
産
業
」が

盛
ん
な
街
だ
っ
た―

し
か
し 

近
年

様
々
な
理
由
に
よ
り

衰
退
が
目
立
つ

よ
う
に
な
る

し
か
し 

近
年

様
々
な
理
由
に
よ
り

衰
退
が
目
立
つ

よ
う
に
な
る

…

と
㈱
ワ
タ
オ
カ

五
代
目
若
社
長

綿
岡 

美
幸
さ
ん
が

立
ち
上
が
る

…

と
㈱
ワ
タ
オ
カ

五
代
目
若
社
長

綿
岡 

美
幸
さ
ん
が

立
ち
上
が
る

そ
こ
で
美
幸
さ
ん
は

く
れ
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

と
相
談
し
な
が
ら
新
商
品
の

開
発
を
進
め
て
い
く

そ
こ
で
美
幸
さ
ん
は

く
れ
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

と
相
談
し
な
が
ら
新
商
品
の

開
発
を
進
め
て
い
く

し
か
し

何
年
経
っ
て
も

納
得
の
い
く

商
品
が
で
き
な
い

し
か
し

何
年
経
っ
て
も

納
得
の
い
く

商
品
が
で
き
な
い

樹
脂
で
自
作
し
た

や
す
り
の
試
作
品
が

何
か
に
似
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く

樹
脂
で
自
作
し
た

や
す
り
の
試
作
品
が

何
か
に
似
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く

そ
ん
な

あ
る
日
の
こ
と…

そ
ん
な

あ
る
日
の
こ
と…

㈱
ワ
タ
オ
カ
も

そ
の
企
業
の
1
つ

創
業
１
８
９
０
年

両
刃
や
す
り
製
造
の

確
か
な
技
術
を

持
っ
て
い
た

㈱
ワ
タ
オ
カ
も

そ
の
企
業
の
1
つ

創
業
１
８
９
０
年

両
刃
や
す
り
製
造
の

確
か
な
技
術
を

持
っ
て
い
た

・電動化が進んでいる
・ダイヤモンド製の
  やすりの登場
・安価な外国製の増加
・職人の高齢化

・電動化が進んでいる
・ダイヤモンド製の
  やすりの登場
・安価な外国製の増加
・職人の高齢化

こ
の
ま
ま
じ
ゃ

ダ
メ
だ
！

な
ん
と
か

し
な
い
と
！

あ
っ
！

猫
の
舌
だ
！

や
す
り
の

技
術
を
利
用
し
て

も
っ
と
一
般
の
家
庭
が

利
用
で
き
る
も
の
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

INPIT知財総合支援窓口へようこそ！　｜10



独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
）は
、特
許
庁
と
連
携
し
な
が
ら
我
が
国
の
知
的
財
産
権
制
度
を
支
え
る
総
合
支
援
機
関
の
こ
と
。

「
産
業
財
産
権
情
報
の
提
供
」、「
知
的
財
産
の
権
利
取
得
・
活
用
支
援
」、「
知
的
財
産
関
連
人
材
の
育
成
」を
３
本
柱
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

あなたの悩み、解決のお手伝いをします

今までにない商品を世に出すことは、思わぬことの連続
で、対応に追われることも多かったと思いますが、知財
に関する問題にもいつも前向きに取り組んでいらっしゃ
いました。これからも窓口の様々な支援メニューを活用
しながら、同社の成長の後押しができれば、と思ってい
ます。

最初の相談から約10年が経ち、担当の方には社内の事
情もご理解いただき取得後の販売・活用方法も含め相
談させていただいております。権利侵害等、問題が発生
した際にも専門家をご紹介くださり問題解決できており
ます。小さなことだと感じても実際には重要な事柄もあ
りますので窓口に相談されてみてはいかがでしょうか。

0570-082100（8:30～17:15）　　   https://chizai-portal.inpit.go.jp/
※土日・祝日は除く。各窓口により異なる場合があります

URLTELINPIT知財総合支援窓口へのご相談はこちら

知財総合支援アドバイザー 栁下加寿子さん ◁窓口担当者より 相談者より▷ 株式会社ワタオカ 代表取締役 綿岡美幸さん

Point

試
し
に

自
宅
で
飼
っ
て
い
た

猫
に
使
っ
て
み
る
と…

試
し
に

自
宅
で
飼
っ
て
い
た

猫
に
使
っ
て
み
る
と…

し
か
し
特
許
を

出
願
し
た
と
こ
ろ…

し
か
し
特
許
を

出
願
し
た
と
こ
ろ…

く
れ
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

紹
介
で
I
N
P
I
T
知
財
総
合

支
援
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
に
…

く
れ
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

紹
介
で
I
N
P
I
T
知
財
総
合

支
援
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
に
…

ペ
ッ
ト
用
ブ
ラ
シ
と
し
て

進
歩
性
が
な
い
⁉

ペ
ッ
ト
用
ブ
ラ
シ
と
し
て

進
歩
性
が
な
い
⁉

そ
う
し
て

特
許
を
再
度
出
願

そ
う
し
て

特
許
を
再
度
出
願

段
階
的
に
意
匠
と

商
標
も
出
願
し

無
事
に
登
録

段
階
的
に
意
匠
と

商
標
も
出
願
し

無
事
に
登
録

万
全
の
体
制
で

販
売
す
る
事
が

で
き
た
の
で
あ
る

万
全
の
体
制
で

販
売
す
る
事
が

で
き
た
の
で
あ
る

こ
う
し
て
地
方
都
市
で
も

親
身
に
相
談
で
き
る

窓
口
が
あ
る
お
か
げ
で

こ
う
し
て
地
方
都
市
で
も

親
身
に
相
談
で
き
る

窓
口
が
あ
る
お
か
げ
で

こ
う
し
て…

〝
ね
こ
じ
ゃ
す
り
〞
が

誕
生
し
た
の
で
あ
る

こ
う
し
て…

〝
ね
こ
じ
ゃ
す
り
〞
が

誕
生
し
た
の
で
あ
る

世
界
中
の
猫
が

〝
ね
こ
じ
ゃ
す
り
〞の

幸
せ
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る

世
界
中
の
猫
が

〝
ね
こ
じ
ゃ
す
り
〞の

幸
せ
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る

拒
絶

あ
の
不
愛
想
な

猫
が
寄
っ
て
き
た
！

I
N
P
I
T
知
財

総
合
支
援
窓
口
で
は
、

猫
の
舌
の
よ
う
な

形
状
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
ね

大
丈
夫
で
す
！

こ
の
観
点
で

再
度
出
願

し
ま
し
ょ
う

な
ん
と
か

な
り
ま
せ
ん
か
？

は
ぁ
ぁ
幸
せ

知
財
の
相
談
を

何
で
も
無
料
で

受
け
付
け
て

い
る
ん
で
す
よ

イ
ン

ピ
ッ
ト
？

担当窓口

 栁下さん
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特
許
庁
に
よ
る
海
外
知
財
庁
へ
の
支
援
と
は
？

作
成
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
2
0
1
1
年
に
総
選
挙
の

結
果
に
基
づ
き
民
政
移
管
が
実
現
さ

れ
、
2
0
1
2
年
に
は
W
I
P
O
と
の

法
案
の
協
議
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。　

　

2
0
1
5
年
に
初
め
て
法
案
が
国
会

に
提
出
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
る
国
会
内

で
の
議
論
を
経
て
、
2
0
1
9
年
に
法

律
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

J
P
O
は
2
0
1
5
年
か
ら
J
I

C
A
を
通
じ
て
長
期
専
門
家
を
派
遣

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
知
財
庁
設
立
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。初
代
と
し
て
３
年

間
派
遣
さ
れ
た
の
が
、
現
在
審
判
官
の

上
田
真
誠
さ
ん
で
、
そ
の
後
派
遣
さ
れ

た
の
が
、
現
在
の
長
期
専
門
家
で
あ
る

高
岡
裕
美
さ
ん
で
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
知
財
庁
の
業
務
を
適
切

　

特
許
・
意
匠
・
商
標
・
著
作
権
の
出

願
に
対
す
る
登
録
・
審
査
審
判
に
関
す

る
業
務
を
行
い
ま
す
。日
本
の
特
許
庁
の

業
務
に
著
作
権
の
登
録
業
務
を
追
加
し

た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
1
9
9
5
年
に
世
界

貿
易
機
構（
W
T
O
）に
加
盟
し
、
ル
ー
ル

に
沿
っ
た
知
的
財
産
の
保
護
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、当
時
は
特
許
や
意

匠
、
商
標
を
登
録
及
び
保
護
す
る
た
め
の

法
律
が
な
く
、
特
許
等
の
権
利
を
登
録

す
る
機
関
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ

で
世
界
知
的
所
有
権
機
関（
W
I
P
O
）

の
支
援
を
受
け
て
、
2
0
0
4
年
か
ら

「
特
許
法
」「
意
匠
法
」「
商
標
法
」
の

J
P
O
は
な
に
を
し
た
の
？

ミ
ャ
ン
マ
ー
知
的
財
産
庁
っ
て
何
？

に
行
っ
て
い
く
に
は
、
実
務
を
念
頭
に

お
い
た
法
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

J
P
O
か
ら
は
専
門
家
を
派
遣
し
て
、

実
務
を
踏
ま
え
た
上
で
の
法
案
へ
の
助

言
や
、知
財
庁
の
機
能
、出
願
手
続
に
関

す
る
業
務
フ
ロ
ー
、
審
査
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
の
策
定
支
援
の
た
め
に
J
P
O

が
持
つ
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
行

い
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
制
度
設
計

や
I
T
シ
ス
テ
ム
構
築
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
施
行
さ
れ
る「
商
標
」は
そ
の

他
の
法
律
施
行
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
も

な
る
の
で
特
に
注
力
し
た
支
援
分
野
で

す
。商
標
規
則
の
作
成
や
審
査
フ
ロ
ー

の
策
定
の
支
援
に
お
い
て
は
、
講
師
で

あ
る
日
本
の
商
標
審
査
官
出
身
者
と
商

標
弁
理
士
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
知
財
庁
の
職

員
と
議
論
を
重
ね
て
、
審
査
側
・
ユ
ー

ザ
ー
側
の
双
方
の
実
務
経
験
を
ミ
ャ
ン

マ
ー
側
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
ま
し
た
。

に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の
整
備
等

に
つ
い
て
日
本
に
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。知
財
制
度
の
整
備
も
そ
の

一
つ
で
す
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
2
0
1
3
年
2
月

に
、
当
時
の
特
許
庁
長
官
と
知
財
を
担

当
し
て
い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
科
学
技
術
大

臣
及
び
副
大
臣
と
の
会
談
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
首
都
ネ
ピ
ド
ー
で
行
わ
れ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
本
格
的
な
協
力

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
や
文
化
、法
制
度
、国
民
性
が
日

本
と
異
な
る
の
で
、
制
度
の
検
討
に

あ
た
っ
て
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

点
で
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、ミ
ャ
ン

マ
ー
の
担
当
者
か
ら
す
る
と
、
法
律
に

書
い
て
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
理
解
し

て
い
て
も
、
そ
の
背
景
が
理
解
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の

た
め
、
日
本
の
法
律
や
運
用
の
背
景
な

ど
を
工
夫
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

国
民
性
と
い
う
観
点
で
は
当
初
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
皆
さ
ん
は
同
じ
ト
ピ
ッ

ク
を
全
員
で
考
え
、結
論
を
出
す
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。そ
う
な
る
と
人
が
増
え

て
も
時
間
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。そ
の
た
め
、グ
ル
ー
プ
で
作
業
を

分
担
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
し
た
が
、

日
本
の
よ
う
に
情
報
共
有
の
習
慣
が
ほ

ぼ
な
い
こ
と
も
背
景
に
あ
り
、
同
じ
事

案
で
も
担
当
者
ご
と
に
異
な
る
判
断
や

考
え
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ

と
に
後
に
な
っ
て
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
長
い
間
軍
政

で
あ
っ
た
こ
と
も
手
続
な
ど
の
検
討
の

際
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。我

々
か
ら
み
て
、
か
な
り
強
権
的
な
手
続

の
検
討
が
な
さ
れ
る
と
き
も
あ
り
、
そ

の
考
え
を
払
拭
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま

し
た
。知
財
制
度
は
、ユ
ー
ザ
ー
が
あ
っ

て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
な
の
で
、
そ

の
成
功
に
は
ユ
ー
ザ
ー
の
関
与
が
不
可

欠
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
内
外
い
ず

れ
も
等
し
く
透
明
性
が
あ
り
、
分
か
り

や
す
い
手
続
で
あ
る
べ
き
だ
と
繰
り
返

し
説
明
し
ま
し
た
。そ
の
際
に
は
、知
的

創
造
物
を
尊
重
す
る
国
に
な
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
外
国
投
資
が
集
ま
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
未
来

世
界
市
場
に
お
い
て
、A
S
E
A
N
の
重
要
度
は

年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。知
財
に
対
す
る
意
識
改
革
も

ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、

日
本
国
特
許
庁（
J
P
O
）も
様
々
な
支
援
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。今
回
は
2
0
2
0
年
10
月
に
一
部
オ
ー
プ
ン
し
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
知
的
財
産
庁
の
開
設
に
関
す
る

支
援
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
知
的
財
産
庁
の

オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

国際協力機構（JICA）
JICA 長期派遣専門家

高岡 裕美

特許庁審判部
第９部門
審判官

上田 真誠
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像
を
繰
り
返
し
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
簡
単
に
言
い
表
す
こ

と
の
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
も
色
々

と
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
担
当

者
の
方
た
ち
は
と
て
も
勉
強
熱
心
で

質
問
も
多
く
、
知
財
制
度
の
全
体
像
や

社
会
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
繰
り

返
し
説
明
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
分

た
ち
に
と
っ
て
も
大
い
に
学
ば
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
と
て
も
充
実
し

た
支
援
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

国
際
的
に
遜
色
の
な
い
知
財
制
度

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
現
地
に
進
出

す
る
日
本
企
業
も
知
財
の
権
利
を
適

切
に
取
得
・
保
護
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。知
財
侵
害
に
対
す
る
罰
則
も

設
け
ら
れ
た
こ
と
で
模
倣
品
対
策
の

実
効
性
も
あ
が
り
、
現
地
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ス
ク
の
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

審
査
官
に
は
適
切
な
ス
ピ
ー
ド
と

ば
ら
つ
き
の
な
い
判
断
で
審
査
で
き

る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ミ
ャ
ン
マ

ー
の
審
査
官
が
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
知

識
を
実
際
の
審
査
で
十
分
に
活
用
し

て
実
務
能
力
を
磨
い
て
い
け
る
よ
う
、

J
P
O
は
マ
ラ
ソ
ン
の
伴
走
者
の
よ

う
に
き
め
細
か
い
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

I
T
シ
ス
テ
ム
構
築
は
知
財
庁
の
業

務
効
率
化
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
か

ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
知
財
庁
の
キ
ー
マ
ン

で
あ
る
商
業
省
副
大
臣
を
日
本
に
招
へ

い
し
、
J
P
O
の
I
T
シ
ス
テ
ム
見
学

を
通
し
て
、
安
全
・
安
定
な
I
T
シ
ス

テ
ム
の
た
め
の
環
境
整
備
の
重
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

民
政
移
管
さ
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は

経
済
改
革
の
機
運
が
高
ま
り
、
日
本
企

業
か
ら
は
熱
い
視
線
が
注
が
れ
る
と
と

も
に
、ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
は
経
済
成
長

作
成
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
2
0
1
1
年
に
総
選
挙
の

結
果
に
基
づ
き
民
政
移
管
が
実
現
さ

れ
、
2
0
1
2
年
に
は
W
I
P
O
と
の

法
案
の
協
議
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。　

　

2
0
1
5
年
に
初
め
て
法
案
が
国
会

に
提
出
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
る
国
会
内

で
の
議
論
を
経
て
、
2
0
1
9
年
に
法

律
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

J
P
O
は
2
0
1
5
年
か
ら
J
I

C
A
を
通
じ
て
長
期
専
門
家
を
派
遣

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
知
財
庁
設
立
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。初
代
と
し
て
３
年

間
派
遣
さ
れ
た
の
が
、
現
在
審
判
官
の

上
田
真
誠
さ
ん
で
、
そ
の
後
派
遣
さ
れ

た
の
が
、
現
在
の
長
期
専
門
家
で
あ
る

高
岡
裕
美
さ
ん
で
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
知
財
庁
の
業
務
を
適
切

　

特
許
・
意
匠
・
商
標
・
著
作
権
の
出

願
に
対
す
る
登
録
・
審
査
審
判
に
関
す

る
業
務
を
行
い
ま
す
。日
本
の
特
許
庁
の

業
務
に
著
作
権
の
登
録
業
務
を
追
加
し

た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
1
9
9
5
年
に
世
界

貿
易
機
構（
W
T
O
）に
加
盟
し
、
ル
ー
ル

に
沿
っ
た
知
的
財
産
の
保
護
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、当
時
は
特
許
や
意

匠
、
商
標
を
登
録
及
び
保
護
す
る
た
め
の

法
律
が
な
く
、
特
許
等
の
権
利
を
登
録

す
る
機
関
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ

で
世
界
知
的
所
有
権
機
関（
W
I
P
O
）

の
支
援
を
受
け
て
、
2
0
0
4
年
か
ら

「
特
許
法
」「
意
匠
法
」「
商
標
法
」
の

※ミャンマー商標法および
意匠法の概要

ど
う
し
て
J
P
O
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
支
援
す
る
の
？

今
後
は
ど
う
な
る
の
？

に
行
っ
て
い
く
に
は
、
実
務
を
念
頭
に

お
い
た
法
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

J
P
O
か
ら
は
専
門
家
を
派
遣
し
て
、

実
務
を
踏
ま
え
た
上
で
の
法
案
へ
の
助

言
や
、知
財
庁
の
機
能
、出
願
手
続
に
関

す
る
業
務
フ
ロ
ー
、
審
査
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
の
策
定
支
援
の
た
め
に
J
P
O

が
持
つ
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
行

い
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
制
度
設
計

や
I
T
シ
ス
テ
ム
構
築
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
施
行
さ
れ
る「
商
標
」は
そ
の

他
の
法
律
施
行
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
も

な
る
の
で
特
に
注
力
し
た
支
援
分
野
で

す
。商
標
規
則
の
作
成
や
審
査
フ
ロ
ー

の
策
定
の
支
援
に
お
い
て
は
、
講
師
で

あ
る
日
本
の
商
標
審
査
官
出
身
者
と
商

標
弁
理
士
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
知
財
庁
の
職

員
と
議
論
を
重
ね
て
、
審
査
側
・
ユ
ー

ザ
ー
側
の
双
方
の
実
務
経
験
を
ミ
ャ
ン

マ
ー
側
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
ま
し
た
。

に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の
整
備
等

に
つ
い
て
日
本
に
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。知
財
制
度
の
整
備
も
そ
の

一
つ
で
す
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
2
0
1
3
年
2
月

に
、
当
時
の
特
許
庁
長
官
と
知
財
を
担

当
し
て
い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
科
学
技
術
大

臣
及
び
副
大
臣
と
の
会
談
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
首
都
ネ
ピ
ド
ー
で
行
わ
れ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
本
格
的
な
協
力

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
や
文
化
、法
制
度
、国
民
性
が
日

本
と
異
な
る
の
で
、
制
度
の
検
討
に

あ
た
っ
て
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

点
で
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、ミ
ャ
ン

マ
ー
の
担
当
者
か
ら
す
る
と
、
法
律
に

書
い
て
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
理
解
し

て
い
て
も
、
そ
の
背
景
が
理
解
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の

た
め
、
日
本
の
法
律
や
運
用
の
背
景
な

ど
を
工
夫
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

国
民
性
と
い
う
観
点
で
は
当
初
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
皆
さ
ん
は
同
じ
ト
ピ
ッ

ク
を
全
員
で
考
え
、結
論
を
出
す
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。そ
う
な
る
と
人
が
増
え

て
も
時
間
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。そ
の
た
め
、グ
ル
ー
プ
で
作
業
を

分
担
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
し
た
が
、

日
本
の
よ
う
に
情
報
共
有
の
習
慣
が
ほ

ぼ
な
い
こ
と
も
背
景
に
あ
り
、
同
じ
事

案
で
も
担
当
者
ご
と
に
異
な
る
判
断
や

考
え
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ

と
に
後
に
な
っ
て
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
長
い
間
軍
政

で
あ
っ
た
こ
と
も
手
続
な
ど
の
検
討
の

際
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。我

々
か
ら
み
て
、
か
な
り
強
権
的
な
手
続

の
検
討
が
な
さ
れ
る
と
き
も
あ
り
、
そ

の
考
え
を
払
拭
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま

し
た
。知
財
制
度
は
、ユ
ー
ザ
ー
が
あ
っ

て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
な
の
で
、
そ

の
成
功
に
は
ユ
ー
ザ
ー
の
関
与
が
不
可

欠
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
内
外
い
ず

れ
も
等
し
く
透
明
性
が
あ
り
、
分
か
り

や
す
い
手
続
で
あ
る
べ
き
だ
と
繰
り
返

し
説
明
し
ま
し
た
。そ
の
際
に
は
、知
的

創
造
物
を
尊
重
す
る
国
に
な
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
外
国
投
資
が
集
ま
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
未
来

苦
労
し
た
点
は
？

ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
？

※日本国特許庁のアセアン
に対する知的財産協力 1

2

Check
■
詳
細
は
左
記
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い

ミャンマーにとって知財専門の行政機関がはじめて設立
され、知財の法律が整備された。
知財庁設立の検討の段階から特許庁が継続して支援した
ものは、今回が初めて。

ミャンマー知的財産庁のポイントは2つ

特許庁長官（深野元長官）のミャンマーへの初出張（2013年2月）。ここから本格的な協力が始まりました。

先方のシニアディレクターとの打ち合わせ（2019年6月）。何度も議論し、お互いの理解を深めました。

13｜　みんなのギモン



画
像
・
建
築
物
・
内
装
の

意
匠
登
録
が
始
ま
り
ま
し
た
！

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
保
護
対
象
と
な
っ
た

画
像
・
建
築
物
・
内
装
の
意
匠
が
国
内
で
初
め
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

JPO 通信

Topics 1

　
令
和
元
年
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
と
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
資
す
る
優
れ
た

意
匠
を
保
護
可
能
と
す
る
こ
と
を
柱
と

す
る
意
匠
法
の
抜
本
的
な
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、令
和
2
年
4

月
よ
り
、
画
像
・
建
築
物
・
内
装
の
意

匠
が
新
た
に
保
護
対
象
に
加
わ
り
、
す

で
に
1,
0
0
0
件
を
超
え
る
出
願
が

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
2
年
10
月

に
は
、特
許
庁
に
よ
る
審
査
を
経
て
、国

内
初
の
意
匠
登
録
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
増
加
し
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

や
ア
プ
リ
を
主
体
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

は
、そ
れ
ら
を
利
用
す
る
際
に
、予
め
ク

ラ
ウ
ド
上
に
記
録
さ
れ
た
画
像
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
機
器
に
提
供
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

セ
ン
サ
ー
技
術
や
投
影
技
術
の
発
展
に

よ
り
、
壁
や
人
体
等
に
投
影
さ
れ
た
画

像
に
よ
っ
て
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
な

製
品
も
登
場
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を
左

右
す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
画
像
の
デ

ザ
イ
ン
を
意
匠
権
で
保
護
す
る
こ
と
に

よ
り
、
開
発
に
投
資
し
た
コ
ス
ト
を
容

易
に
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

そ
れ
を
も
と
に
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
商
品
開
発
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、企
業
が
店
舗
の
外
観
や

内
装
に
特
徴
的
な
工
夫
を
凝
ら
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
製
品
の
販
売
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
創
出
す
る
事
例
や
、

画
像
や
空
間
デ
ザ
イ
ン
を

意
匠
権
で
守
る
！

オ
フ
ィ
ス
の
家
具
や
関
連
機
器
を
扱

う
企
業
が
、
自
社
の
製
品
を
用
い
た
特

徴
的
な
オ
フ
ィ
ス
空
間
を
デ
ザ
イ
ン

し
、
顧
客
に
提
供
す
る
事
例
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、
顧
客
へ
優
良
な
体
験
を

提
供
す
る
店
舗
等
の
建
築
物
の
外
観
や

内
装
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
は
、
企
業
の
ブ

ラ
ン
ド
構
築
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
他
社
に
容
易
に
模
倣

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
意
匠
権
で
保

護
す
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は

有
効
で
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
顧
客
と
長
期

に
わ
た
っ
て
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る

た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
形
成
す
る
と
と

も
に
、
顧
客
視
点
を
取
り
込
ん
だ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
役
割
を
担
う

の
が
デ
ザ
イ
ン
で
す
。皆
さ
ま
の
デ
ザ

イ
ン
を
戦
略
的
に
保
護
、
活
用
い
た
だ

き
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
に
導
く
た
め
に

も
、是
非
、生
ま
れ
変
わ
っ
た
意
匠
制
度

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【具体的な意匠登録事例】
意匠登録第1672383号「車両情報表示用画像」
（株式会社小糸製作所）

画像投影装置付き車両より路面に照射される画像。

意匠登録第1671774号「駅舎」
（東日本旅客鉄道株式会社）

意匠登録第1671773号「商業用建築物」
（株式会社ファーストリテイリング）

意匠登録第1671152号「書店の内装」
（カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社）

意匠登録第1671153号「回転寿司店の内装」
（くら寿司株式会社）

画 

像

建
築
物

内 

装

※各事例の写真は、権利者から提供された
登録意匠の参考イメージです。

https://www.j-platpat.inpit.go.jp

「意匠法改正」特設サイト

https://www.jpo.go.jp/system/design/gaiyo/
seidogaiyo/isyou_kaisei_2019.html

意匠登録は
J-PlatPatから検索できます
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「
意
見
交
換
」で
は
、特
許
庁
職
員
に
対
し
て
、

ご
意
見
や
ご
要
望
を
直
接
お
伝
え
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Topics 2

JPO 通信

意
見
交
換
を
希
望
す
る

企
業
等
を
募
集
し
ま
す
！

し
、
皆
さ
ま
が
抱
い
て
い
る
様
々
な
ご

意
見
・
ご
要
望
・
お
悩
み
等
に
出
来
る

限
り
、わ
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま
す
。 

特
許
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
当
面
の
間

は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
み
で
の
実
施
と

な
り
ま
す
。）

お問い合わせ

（特許庁広報室直通）※平日9：00～17：30

発行：2021年2月5日
制作：特許庁広報室

03-3501-6792

Web版は
こちらから！
バックナンバー
も掲載

※本冊子は、グリーン購入法に基づく判断基準を満たす紙を使用しており、「Aランク」のみを用いているため、「紙へのリサイクル可」

特許庁の広報誌「とっきょ」に関しまして
アンケートにご協力ください。

vol.47
「とっきょ」アンケート

アンケートに
ご協力いただいた方には、
次号広報誌（vol.48）
を送付いたします。

特許庁総務部
企画調査課
特許戦略企画班

特許庁  意見交換

TEL：03-3581-1101
内線：2144

申込方法

申込後の
流れ

お問い合わせ先

お申し込みについて

知
財
戦
略
と
向
き
合
う
た
め
に

意
見
交
換
か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

　
特
許
・
意
匠
・
商
標
を
は
じ
め
と
す
る

知
的
財
産
は
、企
業
等
が
事
業
を
実
施
す
る

上
で
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
審
査
の
運
用
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」、「
国
内
外
で

早
期
に
権
利
取
得
し
た
い
が
何
か
い
い

支
援
策
が
あ
る
の
か
」等
、ご
意
見
・
ご

要
望
・
お
悩
み
が
あ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
こ
で
、特
許
庁
で
は
、知
的
財
産
権

制
度
や
特
許
庁
が
実
施
し
て
い
る
施
策

等
を
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ま
の
生
の
声

を
伺
う
た
め
、
個
別
の
企
業
や
業
界
団

体
等
と
、実
務
者
レ
ベ
ル
で
の「
意
見
交

換
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。（
令
和
元

年
度
実
績
：
約
4
0
0
件
）

　
こ
の
度
、
よ
り
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
の

皆
さ
ま
に
特
許
庁
や
知
的
財
産
権
制
度

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
意
見
交
換
」を
希
望
さ
れ
る
企
業
等
を

募
集
い
た
し
ま
す
。応
募
で
き
る
方
は
、

企
業
の
他
に
、業
界
団
体
、大
学
、公
的

研
究
機
関
等
の
法
人
と
な
り
ま
す
。

　
特
許
庁
職
員
が
持
つ
知
見
を
活
か

必要事項をご記載の上、特許庁HPのお申し込みフォームよりお申
し込みください。ご希望の日よりも2か月程度前にお申し込みいた
だけると、事前に貴社と意見交換内容のすり合わせ等を十分に
行って、意見交換会を有意義なものとすることができます。

お申し込みフォームの内容に沿って適切な特許庁担当者を選定
後、担当者から、実施日時や具体的な意見交換内容の調整を行
うためのメールをお送りします。
 ※特許庁に係属している出願については意見交換を行うことはできません。
必要に応じて、面接審査をご利用ください。

今回のような意見交換会は、自
社の知財力をもう一段ステッ
プアップするとても良い機会と
捉えており、今後もこのような
意見交換をお願いしたい。

今回説明があった統計
資料はこれまでに見た
ことがなく、知財部門の
業務を見直すきっかけ
になった。

皆さまの
ご意見・ご要望・お悩み
をお聞かせください！

出願・審査に
関する

統計情報は？特許庁の
施策って？

参加企業からの声
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1
9
9
5
年
7
月
に
発
表
さ
れ
た
「
プ
リ
ン
ト

倶
楽
部
」。ゲ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
当
時
の
「
ア

ト
ラ
ス
」営
業
担
当
者
が
、資
料
を
出
力
し
て
い
る

様
子
を
見
て
、カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
を
シ
ー

ル
に
す
る
と
思
い
つ
い
た
の
が
企
画
の
発
端
で

あ
っ
た
。ハ
ン
デ
ィ
ー
カ
ム
で
撮
影
し
た
顔
写
真

に
、お
手
製
の
背
景
用
の
イ
ラ
ス
ト
を
組
み
合
わ

せ
て
試
作
品
の
シ
ー
ル
を
作
成
。社
内
で
好
評

だ
っ
た
為
、「
ア
ト
ラ
ス
」と「
セ
ガ
」の
共
同
開
発

で
製
品
化
を
目
指
す
流
れ
に
な
っ
た
。

　

わ
ず
か
2
年
後
の
1
9
9
7
年
に
は
出
荷
台
数

の
累
積
が
2
万
2,
0
0
0
台
に
達
す
る
大
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
り
、プ
リ
ン
ト
シ
ー
ル
の
代
名
詞
と

も
な
っ
た「
プ
リ
ク
ラ
」は
、
同
社
の
登
録
商
標
で

あ
る
。つ
ま
り
同
社
以
外
の
シ
ー
ル
を「
プ
リ
ク

ラ
」と
称
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
の
だ
が
、一
般
の

ユ
ー
ザ
ー
は
総
じ
て「
プ
リ
ク
ラ
」と
い
う
言
葉
を

自
然
に
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
浸
透
度
の
高
さ
が

伺
え
る
だ
ろ
う
。

　

機
能
面
で
は
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
向
け
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
技
術
的
に
よ
く
撮
れ
る
こ
と
よ

り
も
〝
カ
ワ
イ
イ 

〞を
重
視
し
た
。カ
メ
ラ
は
あ

え
て
高
機
能
の
も
の
と
せ
ず
、
画
素
数
を
低
く
す

る
こ
と
で
肌
が
キ
レ
イ
に
見
え
る
よ
う
に
配
慮
。

さ
ら
に
プ
リ
ン
タ
ー
も
色
味
の
C
M
Y
K
か
ら
ブ

ラ
ッ
ク
を
抜
い
た
３
色
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、

黒
い
髪
色
が
ソ
フ
ト
に
表
現
さ
れ
る
な
ど
、後
に
繋

が
る〝
盛
り 

〞を
意
識
し
た
仕
上
が
り
が
、〝
カ
ワ

イ
イ 

〞も
の
好
き
の
女
子
中
高
生
の
心
を
捉
え
た
。

　

し
か
し
、
空
前
の
ヒ
ッ
ト
最
大
の
要
因
は
、『
プ

リ
帳
』と
呼
ば
れ
る
プ
リ
ク
ラ
を
貼
る
手
帳
が
ブ
ー

ム
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。若
者
に
と
っ
て
プ

リ
ク
ラ
は
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
交
友
関
係
を
表

現
す
る
ス
テ
ー
タ
ス
と
し
て
浸
透
し
た
。こ
れ
は

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、商
店
街
な
ど
を
含

め
て
設
置
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
地
道
な
プ
ロ

当時の若い女性の間で、気に入ったシールを持ち物に貼ることが流行する
中、顔写真をシールにして貼るのが面白いのでは？というひらめきから
「プリント倶楽部」は誕生しました。“カワイイ”を重視した「プリント倶楽
部」は、女子中高生を中心に、友達と遊んだ思い出を残すことができる
“プリクラ文化”として広まります。新しい友達と名刺のように交換したり、
たくさん集めて手帳に貼ることがブームになりました。

90年代後半、女子中高生を中心に若者たちの間に
一大ブームを巻き起こした傑作機。
「プリクラ」という言葉を生み出したことで、
その流行は社会現象にまで発展。

プリント倶楽部

発売

株式会社セガ 株式会社アトラス

写
真
の
画
質
を
あ
え
て
抑
え
る
こ
と
で

〝
カ
ワ
イ
イ 

〞を
演
出
し
た
絶
妙
な
仕
上
が
り
に

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
あ
っ
た
。

　

プ
リ
ン
ト
シ
ー
ル
業
界
に
お
い
て
、使
わ
れ
て

い
る
技
術
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
も
の
で
は
な

い
も
の
の
、知
財
と
な
る
と
か
な
り
細
か
い
部
分

ま
で
を
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。レ
ン
ズ
か
ら
被

写
体
ま
で
の
距
離
を
決
め
る
立
ち
位
置
や
、周
り

を
囲
う
ブ
ー
ス
の
素
材
や
サ
イ
ズ
な
ど
、考
え
得

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
何
か
し
ら
の
知
財
が
申
請

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。単
体
で
の
確
保
で
は
な

く
、い
か
に
複
合
的
に
知
財
権
を
確
保
で
き
る
か

が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

そ
ん
な
な
か
、今
年
は
20
年
ぶ
り
に
市
場
に
再

参
入
す
る
セ
ガ
の
最
新
プ
リ
ク
ラ
機
「
f
i
z
」

が
登
場
し
た
。20
年
と
い
う
月
日
の
経
過
に
よ

り
、か
つ
て
の
第
一
人
者
は
新
規
参
入
と
変
わ
ら

ぬ
状
況
で
、再
び
市
場
に
挑
む
。

　

最
大
の
特
徴
は
、写
真
撮
影
と
同
時
に
、シ
ャ
ッ

タ
ー
が
下
り
る
前
、あ
る
い
は
下
り
る
前
後
合
計

３
秒
間
の
動
画
が
記
録
さ
れ
る
「
モ
ー
メ
ン
ト
」

と
い
う
機
能
だ
。3
秒
と
い
う
短
い
動
画
な
が
ら

静
止
画
に
は
な
い〝
カ
ワ
イ
イ 

〞
を
生
み
出
す
と

い
う
。デ
ー
タ
は
S
N
S
へ
の
投
稿
も
可
能
だ
。

　

初
代「
プ
リ
ン
ト
倶
楽
部
」が
提
案
し
た
〝
カ
ワ

イ
イ 

〞
は
、
表
現
の
方
法
が
変
わ
り
な
が
ら
も
、

着
実
に
次
世
代
機
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
。斬

新
な
ア
イ
デ
ア
を
、確
か
な
技
術
力
で
実
現
さ
せ

る
。ま
さ
に
セ
ガ
ク
オ
リ
テ
ィ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

同社が20年ぶりに市場へ投入する
最新機「fiz」。デジタル社会に対応
した高スペックが特徴。

登録商標　第 3367498 号
登録商標　第 4174824 号　ほか

1995年
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